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新
春
恒
例
の
町
消
防
団
出
初
式

が
五
日
午
前
九
時
か
ら
役
場
前
広

場
を
中
心
に
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
や

嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
を
今

む
約
二
百
五
十
人
が
出
席
し
て
お

こ
な
わ
れ
菱
し
た
。

風
雪
の
な
か
で
の
式
は
、
放
水
演

習
の
あ
と
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
を
先

頭
に
役
場
前
か
ら
消
防
署
ま
て
大

橋
町
長
の
観
閲
で
六
分
団
が
分
列

行
進
。
火
災
〃
ゼ
ロ
〃
に
願
い
を

込
め
て
勇
姿
を
披
露
し
童
し
た
。

火
の
取
り
扱
い
が
多
く
な
る
こ

の
時
期
、
町
内
に
お
け
る
火
災
原

因
の
ト
ッ
プ
は
ス
ト
ー
ブ
火
の
不

始
末
で
昨
年
一
年
間
て
ボ
ャ
な
ど

を
含
め
十
四
件
の
火
災
が
発
生
し
、

被
害
金
額
は
約
七
千
六
百
万
円
と

な
っ
て
い
垂
す
。
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金
木
町
長
 
大
 
橋
 
忠
 
勝
 

忠 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
 

こ
の
と
こ
ろ
不
況
の
数
年
で

し
た
が
今
年
こ
そ
は
竜
が
空
を

舞
う
よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
年

で
あ
る
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。

・

此
頃
の
日
本
は
、
 一
握
り
の
超
 

一
流
企
業
に
携
わ
る
者
、
公
務

貝
、
医
師
や
順
調
な
経
営
者
の

み
が
豊
か
な
国
、
の
感
が
あ
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
等
で
ボ
ー
ナ
ス

支
給
額
が
報
じ
ら
れ
て
も
、
田

舎
の
大
多
数
の
国
民
に
は
無
縁

で
あ
り
、
他
人
事
と
し
て
悲
し
 

く
写
る
だ
け
ー
地

方
の
農
民

や
職
の
無
い
弱
者
に
、
も
う
少

し
味
方
す
る
国
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
の
感
が
あ
り
ま
す
。
金
木

町
も
、
昔
日
は
出
稼
ぎ
春
し
な

く
と
も
農
業
や
畜
産
だ
け
で
生

活
で
き
た
し
、
三
十
工
場
の
製

材
所
を
軸
と
す
る
大
工
、左
官
、
 

建
具
、
板
金
、
自
動
車
等
県
下

町
村
中
最
多
の
工
業
経
営
者
数

を
誇
っ
て
い
た
、
繁
栄
せ
る
一

時
期
も
あ
っ
た
ー
今

こ
そ
先

取
の
精
神
で
、
将
来
を
見
つ
め

起
ち
上
ら
な
け
れ
ば
、
と
考
え

ま
す
。
 

金
木
町
も
昨
年
今
頃
は
、
 一

億
ニ
、
七
〇
五
万
円
の
不
足
分

を
抱
え
窮
々
と
し
て
い
た
が
、
 

こ
の
た
び
七
四
五
万
円
の
黒
字

で
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
、
感

無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
財

政
規
模
三
三
億
円
か
ら
の
七
四

五
万
円
と
い
う
黒
字
額
は
、
実

に
些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と

も
か
く
今
や
黒
字
の
町
で
あ
り
、
 

勇
断
を
以
っ
て
諸
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
 

一
、
 「
ば
ん
え
い
競
馬
場
の
あ

る
町
」
 

競
馬
開
催
に
よ
っ
て
、
①

一
、
三
〇
〇
人
の
雇
用
可
能

②
ば
ん
馬
の
飼
育
に
よ
り
有

畜
複
合
農
業
経
営
可
能
③
堆
 
 

肥
の
使
用
に
よ
る
理
想
的
な

土
づ
く
り
④
飼
料
に
青
米
、
 

米
ぬ
か
等
活
用
⑤
莫
大
な
稲

ワ
ラ
が
必
要

ー

ワ
ー
フ
焼き

公
害
解
消
⑥
転
作
に
牧
草
を
 

ー
 
米
作
と
同
等
の
収
益
に

⑦
収
益
は
近
隣
十
ニ
市
町
村

に
配
分
 

雄
大
な
芦
野
公
園
 

①
公
園
駅
前
埋
立

・
緑
化
②

中
学
校
跡
地
芝
張
り
・
植
樹

③
ジ
エ

ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
等

設
置
策
定
④
吊
橋
の
対
岸
開

発
⑤
動
物
園
を
大
規
模
に
（
有

料
）
⑥
団
体
用
ト
イ
レ
建
設

⑦
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
場
整
備
⑧

相
撲
場
裏
整
備

（
ト
イ
レ
・

シ
ャ
ワ
ー
）
⑨
キ
ャ
ン
プ
場

策
定
⑩
昨
秋
遊
歩
道
が
奏
の

河
原
道
に
二
個
所
で
連
結
し

た
が
、
今
後
は
グ
ル
リ
ー
周

の
遊
歩
道
策
定

（
植
樹
・
外

灯
）
 

宿
泊
湯
治
場
が
あ
り
（
奏

の
河
原
）
、
団
体
客
が
泊
ま

れ
る
町
づ
く
り
ー
 
民
宿
、
 

大
ホ
テ
ル
誘
致
。
 

ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
町
づ
く

り
（
財
産
区
山
、
町
営
牧
場
）
。
 

大
規
模
ス
ギ
ー
場
の
開
発
 

舗
装
率
県
下

一
の
町
づ
く

り
o
 軽

飛
行
機

・
（
リ
コ
プ
タ
 

ー
用
飛
行
場
建
設
の
策
定

（
半

島
振
興
法
）
。
 

ヒ
バ
細
工
、
曲
物
等
土
産

品
の
開
発
と
育
成
。
 

町
有
ヒ
バ
林
（
大
倉岳
下
）
 

→
観
光
林
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
。
 

男
子
雇
用
型
企
業
の
誘
致
。
 

国
有
地

（
昭和
町
）
払

下
げ
完
了
ー
 
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
。
 

老
人
国
保
施
設

（
全国

一
二
〇
個
所
）
 
医

療
法

人
に
よ
る
開
設
の
指
導
。
 

嘉
瀬
観
音
境
内
整
備
→
 

公
園
に
。
大
東
ケ
丘
フ
ィ

ー
 

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
整
備
。
 

＋
四
、
武
道
館
、
ス
ケ
ー
ト
場

建
設

（
金木
中
）
。
 

神
田
橋
、
袖
柳
橋
、
中

柏
木
三
番
橋
、
タ
日
橋
の
架

替
。
町
営
住
宅
団
地
の
払
下
。
 

喜
良
市
「
湯
の
沢
冷
泉
」
 

の
開
発
策
定
。
 

町
民
用
球
場

（
夜
間
・

冬
期
用
）
の
策
定
。
 

青
森
ー
金

木
道

（
県

道
昇
風
山
内
真
部
線
）
の
舗

装
完
成
。
 

小
田
川
ダ
ム
へ
の
道
路

舗
装
。
 

更
生
部
落
A
ー
 
大
東
ケ

丘
道
整
備
・
小
型
バ
ス
運
行

策
定
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
不
況
の
数
年
で

し
た
が
今
年
こ
そ
は
竜
が
空
を

郷
う
よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
年

で
あ
る
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。

此
噸
の
日
本
は
、
一
握
り
の
超

、

金
木
町
長
大
橋
忠
勝

●
一
流
企
業
に
桃
わ
る
肴
、
公
務

貝
、
陛
師
や
川
洲
な
経
営
者
の

み
が
蝋
か
な
脚
、
の
盛
が
あ
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
等
で
ボ
ー
ナ
ス

支
給
弧
が
報
じ
ら
れ
て
も
、
川

合
の
大
多
数
の
脚
災
に
は
無
縁

で
あ
り
、
他
人
龍
と
し
て
悲
し

｜ロ
島
ゴロ性

一

。

’ 「 」

ロー■■一

く
写
る
だ
け
ｌ
地
方
の
農
民

や
職
の
無
い
弱
者
に
、
も
う
少

し
味
方
す
る
国
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
の
感
が
あ
り
ま
す
。
金
木

町
も
、
昔
日
は
出
稼
ぎ
を
し
な

く
と
も
農
業
や
畜
産
だ
け
で
生

活
で
き
た
し
、
三
十
工
場
の
製

材
所
を
軸
と
す
る
大
工
、
左
官
、

建
具
、
板
金
、
、
鋤
中
等
鼎
下

町
村
中
雄
多
の
工
業
経
営
者
数

を
誇
っ
て
い
た
、
繁
栄
せ
る
一

時
期
も
あ
っ
た
ｌ
今
こ
そ
先

取
の
粘
神
で
、
将
来
を
兄
つ
め

起
ち
上
ら
な
け
れ
ば
、
と
考
え

ま
す
。金
木
町
も
昨
年
今
域
は
、
一

俺
二
、
七
○
五
万
円
の
不
足
分

を
抱
え
窮
々
と
し
て
い
た
が
、

こ
の
た
び
七
川
五
万
円
の
黒
字

で
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
、
感

無
岐
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
財

政
規
模
三
三
憶
円
か
ら
の
七
Ｗ

五
万
円
と
い
う
雌
宇
額
は
、
実

に
些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と

も
か
く
今
や
無
字
の
町
で
あ
り
、

塊
断
を
以
っ
て
擶
悌
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

一
、
「
ば
ん
え
い
競
賜
場
の
あ

る
町
」鰊
鵬
開
雌
に
よ
っ
て
、
①

一
、
三
○
○
人
の
雁
川
可
能

②
ば
ん
蝿
の
飼
育
に
よ
り
狗

帝
襖
合
股
業
経
営
可
能
③
唯●

肥
の
使
用
に
よ
る
理
想
的
な

土
づ
く
り
④
飼
料
に
背
米
、

米
ぬ
か
等
活
用
⑤
莫
大
な
稲

ワ
ラ
が
必
要
ｌ
ワ
ラ
焼
き

公
害
解
消
⑥
転
作
に
牧
草
を

ｌ
米
作
と
同
等
の
収
益
に

⑦
収
益
は
近
隣
十
二
市
町
村

に
配
分

二
、
雄
大
な
芦
野
公
剛

①
公
剛
駅
前
埋
立
・
緑
化
②

中
学
校
跡
地
芝
張
り
・
杣
捌

③
ジ
ェ
ヅ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
等

設
椴
策
定
④
胡
橋
の
対
岸
開

発
⑤
動
物
剛
を
大
規
棋
に
（
有

料
）
⑥
団
体
用
ト
イ
レ
建
設

⑦
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
雛
術
⑧

州
撲
場
災
悠
備
（
ト
イ
レ
・

シ
ャ
ワ
ー
）
⑨
キ
ャ
ン
プ
場

策
定
⑩
昨
秋
遊
歩
道
が
喪
の

河
脱
道
に
二
個
所
で
連
結
し

た
が
、
今
後
は
グ
ル
リ
一
間

の
遊
歩
道
策
定
（
械
樹
・
外

灯
）

三
、
術
汕
揚
沽
場
が
あ
り
（
喪

の
汕
脱
）
、
団
体
容
が
油
ま

れ
る
町
づ
く
り
ｌ
雌
宿
、

大
ホ
テ
ル
満
致
。

川
、
ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
町
づ
く

り
（
財
産
区
山
、
川
衡
牧
場
）
。

猟
、
大
規
棋
ス
キ
ー
場
の
開
発
。

六
、
帥
装
率
県
下
一
の
町
つ
く

、
叩
ノ
Ｏ

七
、
帷
唯
行
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ

－
用
飛
行
場
建
設
の
策
定
（
半

脇
振
興
法
）
・

八
、
ヒ
バ
細
工
、
曲
物
等
土
産

品
の
開
発
と
育
成
。

九
、
町
有
ヒ
バ
林
（
大
倉
岳
下
）

↓
観
光
林
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
。

十
、
男
子
雁
用
剛
企
業
の
誘
致
。

十
一
、
脚
有
地
（
昭
和
町
）
払

下
げ
完
了
ｌ
↓
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
趣
肢
。

十
二
、
毯
人
国
保
施
般
（
全
阿

一
二
○
個
所
）
Ｉ
医
療
法

人
に
よ
る
開
設
の
指
導
。

十
三
、
斑
瀬
観
苛
境
内
幣
備
↓

公
剛
に
。
大
火
ヶ
》
此
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
帷
伽
。

十
四
、
武
道
館
、
ス
ケ
ー
ト
場

廸
設
（
金
木
中
）
・

毛
１
、
ｈ
ｒ
‐
１
－
添
叫
、
ｈ
Ⅲ
Ⅱ
凹
・
Ｆ
ｕ
、
１

十
Ｊ
桐
Ⅱ
将
制
糾
制
１

杣
木
三
番
橘
、
夕
Ⅱ
橘
の
架

枠
。
町
営
住
宅
川
地
の
払
下
。

十
六
、
詳
良
市
「
鋤
の
沢
冷
泉
」

の
州
発
漿
定
。

卜
七
、
川
此
川
球
場
（
夜
間
・

冬
期
川
）
の
策
定
。

十
八
、
が
森
１
余
水
道
（
喋

道
岬
凧
山
内
典
部
線
）
の
舗

装
光
成
。

卜
九
、
小
川
川
ダ
ム
へ
の
進
路

洲
装
。

二
十
、
史
生
部
蒲
↑
↓
大
火
ヶ

丘
道
轆
仙
・
小
咄
バ
ス
連
行

簸
定
。
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方
々
に
は
、
心
が
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
新
し
い
年

が
豊
作
で
あ
る
よ
う
お
祈
り
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
の
農

業
政
策
は
年
々
厳
し
く
更
に
減

反
、
転
作
の
強
化
な
ど
農
家
に

と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
試
練

に
立
た
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
町
と
し
ま
し
て

は
全
知
全
能
を
傾
け
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
こ

の
難
関
を
克
服
す
べ
く
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。
当
町

で
は
、
他
町
村
に
比
べ
て
整
備

や
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
実
現
と
解
決
を
図
る
こ
と
 

が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で

あ
り
ま
す
の
で
、
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
要
望

を
汲
み
取
り
、
少
し
で
も
豊
か

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

本
年
は
干
支
“
辰
4
 

（
龍
は

一
寸
に
し
て
昇
天
の
気
あ
り
）
 

に
ち
な
み
、
 一
層
躍
進
の
年
と

し
て
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
 

内
容
充
実
に
最
大
の
努
力
を
傾

注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

な
に
と
ぞ
倍
旧
の
ご
指
導
と
ご

べ
ん
た
つ
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
共
に
皆
様
方
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
 

蓋
慧
 

難

夢

‘
・1
 

●

岩
む
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町
議
会
議
長
 
沢
 

田
 

茂
 

昭
和
六
十
三
年
の
年
頭
に
当

り
、
金
木
町
議
会
を
代
表
し
、
 

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
希
望
に

あ
ふ
れ
た
新
春
を
迎
え
、
町
民

各
位
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
改
選
以
来

早
や
四
年
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
間
議
貝
 
 

一
同
微
力
な
が
ら
円
滑
な
議
会

運
営
と
町
発
展
の
た
め
誠
心
誠

意
懸
命
の
努
力
を
傾
注
し
て
参

っ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
て
、
昨
年
海
外
で
は
年
末

近
く
に
航
空
機
墜
落
事
故
が
相

次
ぎ
多
数
の
犠
牲
者
が
出
る
と

い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
国
内
で
は
、
中
曽
根

康
弘
氏
が
五
年
も
の
長
き
に
亘

っ
た
政
権
の
座
を
降
り
、
代
っ

て
竹
下
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た

が
、
日
米
外
交
、
特
に
貿
易
摩
擦

や
円
高
ド
ル
安
、
そ
れ
に
全
国

的
な
地
価
高
騰
な
ど
難
問
題
が
 
 山

積
し
多
事
多
難
が
子
想
さ
れ

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
 一
方
県

内
で
は
青
森
市
浅
虫
で
の
殺
傷

事
件
か
ら
端
を
発
し
た
暴
力
団

対
立
抗
争
が
長
引
き
住
民
を
恐

怖
に
落
し
入
れ
ま
し
た
が
、
反

面
、
県
民
長
年
の
夢
だ
っ
た
青

函
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
よ
る
本

年
三
月
開
業
に
向
け
て
の
試
験

列
車
運
行
そ
れ
に
新
青
森
空
港

第

一
期
工
事
の
完
成
に
よ
る
ジ

エ
ツ
ト
旅
客
機
の
就
航
な
ど
明

る
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
 

昨
年
の
我
が
町
は
、
春
先
の

凍
霜
害
に
よ
り
稲
作
、
葉
タ
パ

コ
等
の
農
作
物
の
収
穫
が
落
ち

込
み
、
子
想
以
上
の
収
入
減
と

な
っ
た
よ
う
で
、
被
害
農
家
の

十
二
月
十
六
日
、
町
長
室
に

お
い
て
、
今
年
芦
野
公
園
の
遊

歩
道
敷
地
を
町
へ
無
償
で
貸
付

し
て
く
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
 

町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
ご
好
意
に
よ
り
遊
歩
道

は
整
備
が
進
み
、
吊
橋
か
ら
川

倉
奏
の
河
原
ま
で
徒
歩
で
の
散
策

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

無
償
貸
付
者
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

角
田
良
逸
、
角
田
考
司
、
角

田
良
蔵
、
松
宮
ッ
ェ
、
八
幡
宮
、
 

葛
西
正
隆
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昭
和
六
十
三
年
の
年
頭
に
当

り
、
金
木
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
希
望
に

あ
ふ
れ
た
新
春
を
迎
え
、
町
民

各
位
の
ご
滴
福
と
ご
繁
栄
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
三
月
改
選
以
来

早
や
四
年
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
間
識
貝
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感謝状 町
議
会
議
長
沢
田
茂

E盲

一
Ｍ
微
力
な
が
ら
円
柵
な
縦
会

迎
営
と
町
発
展
の
た
め
城
心
城

意
懸
命
の
努
力
を
伽
注
し
て
参

っ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
海
外
で
は
年
末

近
く
に
航
空
機
唯
然
辨
故
が
杣

次
ぎ
多
数
の
椛
牲
者
が
出
る
と

い
う
術
ま
し
い
沸
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
国
内
で
は
、
中
紳
根

康
弘
氏
が
五
年
も
の
踵
き
に
亘

っ
た
政
椛
の
座
を
降
り
、
代
っ

て
竹
下
内
閣
が
艇
生
し
ま
し
た

が
、
Ⅱ
米
外
交
、
特
に
笂
易
摩
擦

や
円
間
ド
ル
安
、
そ
れ
に
全
国

的
な
地
価
商
騰
な
ど
難
問
趣
が

●
山
賊
し
多
堺
多
雌
が
予
想
さ
れ

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
一
方
喋

内
で
は
背
森
市
戊
虫
で
の
殺
傷

堺
件
か
ら
端
を
発
し
た
鵠
力
団

対
立
抗
争
が
踵
引
き
住
氏
を
恐

怖
に
藩
し
入
れ
ま
し
た
が
、
膜

面
、
喋
災
艇
年
の
夢
だ
っ
た
背

函
ト
ン
ネ
ル
の
光
成
に
よ
る
本

年
三
川
州
樂
に
向
け
て
の
試
験

列
小
連
行
そ
れ
に
新
古
森
空
港

第
一
期
工
堺
の
光
成
に
よ
る
ジ

ェ
ヅ
ト
旅
客
機
の
枕
航
な
ど
明

る
い
出
来
半
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
我
が
町
は
、
春
先
の

凍
糊
害
に
よ
り
稲
作
、
莱
夕
》
ハ

コ
等
の
腱
作
物
の
収
椣
が
落
ち

込
み
、
予
想
以
上
の
収
入
減
と

な
っ
た
よ
う
で
、
被
害
腱
家
の

十
二
月
十
六
日
、
町
曇
室
に

お
い
て
、
今
年
芦
野
公
園
の
遊

歩
道
倣
地
を
町
へ
無
伯
で
擬
付

し
て
く
れ
た
方
々
に
対
し
て
、

町
踵
か
ら
感
謝
状
が
蝋
呈
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ご
好
意
に
よ
り
遊
歩
道

は
睡
備
が
進
み
、
吊
橘
か
ら
川

倉
審
の
河
原
ま
で
徒
歩
で
の
散
策

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

無
悩
岱
付
者
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

角
田
良
逸
、
角
田
考
司
、
角

田
良
蔵
、
松
宮
ヅ
エ
、
八
幡
宮
、

葛
西
正
降
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方
々
に
は
、
心

申
し
上
げ
る
と

が
噛
作
で
あ
る

る
も
の
で
あ
り

業
政
雄
は
年
々

反
、
惟
作
の
強

と
っ
て
は
非
術

に
立
た
さ
れ
る

れ
ま
す
の
で
、

は
全
知
全
能
を

ん
の
ご
協
力
を
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け
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ば
な

捕
感
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て
お

で
は
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他
町
村

や
解
決
し
な
け
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■
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字
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■
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与
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階
匙
力
Ⅱ
刑
し

ら
の
実
現
と
解

の
雌
側
を
鬼
服
す
べ
く
努
力
を

々
厳
し
く
史
に
減

化
な
ど
挫
家
に

に
厳
し
い
拭
練

こ
と
が
予
想
さ

町
と
し
ま
し
て

伽
け
、
み
な
さ

仰
ぎ
な
が
ら
こ

が
ら
お
兇
艸
い

共
に
新
し
い
年

よ
う
お
祈
り
す

ま
す
。
脚
の
腱

ら
な
い
も
の
と

り
ま
す
。
当
町

に
比
べ
て
嫉
伽

れ
ば
な
ら
な
い

て
お
り
、
こ
れ

決
を
図
る
こ
と ●

が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
黄
務
で

あ
り
ま
す
の
で
、
現
状
に
術
足

す
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
要
望

を
汲
み
取
り
、
少
し
で
も
蝋
か

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
干
支
〃
辰
″
（
舵
は

一
寸
に
し
て
外
天
の
気
あ
り
）

に
ち
な
み
、
一
胴
雌
進
の
年
と

し
て
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
、

内
容
充
実
に
雌
大
の
努
力
を
似

注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

な
に
と
ぞ
倍
川
の
ご
猯
導
と
ご

べ
ん
た
つ
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
共
に
皆
様
方
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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▲青森E X P O'88会場図 

▲エアドーム内のテーマ展示 
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’な交流と発展 北の飛躍をめざして 

hi青森EXPロ'08 
青函トンネル開通記念博覧会.-.嬰 Bfl637 器当s1賜旧） 

おめでとう1988年 

いよいよ今年は青函博 

3 月13日の青函トンネル開通が目

前に迫り、 7 月 9 日からは、いよい

よ青函博が華やかに開会します。 

「青森E X P O'88」では、最先端

テクノロジーやコンピュータを駆使

したニューメディアの展示、楽しく

ユニークな企業展示などで青森県の

未来像をお見せするとともに、日本

―の巨大ェアドームの中てンは、有名

タレントのショーやコンサートなど、 

毎日さまざまのイベントがお楽しみ

いただけます。  

交通の未来を提小しながら、 リニ， 

アモーターカーなど夢の交通機関

にもふれ、21世紀の交通の未来像

を描き出すパビリオンです。 

5 ） 「情報2001館」 

著しい発展を遂げつつある情報シ

ステムの現状を総合的に紹介する

とともに、本県における高度情報

社会への夢を明らかにするノぐビリ

オンです。 

6) 「雪とエネルギー館」 

日本でも有数の豪雪地帯を抱える

青森県の、その生活の中での産業

と利雪・克雪を中心に据えながら、 

新しい方向性を探るノぐビリオンで・

す。 

7) 「みなと21館」 

青森港の未来の姿を中心に、青森

県の港湾、函館、東北の主要港湾、 

世界の港湾などを紹介し、また21 

世紀へ向けて生活のかかわり等に

ついて提示をする。 

8 ） 「青函連絡船」 

青函連絡船は、八甲田丸（5382 t) 

を海上沖合40メートルの地先に仮

泊させ、内部を一部改装して、海

外バザールと海上レストランおよ

び無料休憩室として活用します。 

★会期中には、歌謡ショー・コンサ 

ート・演奏会なども開催されます。 

些前売券好評発売中ノ 
期 

■人場料金 

区 分 大 	人 高校生 小・中学生 幼 	児 

前売券 L5叩円 1,00(）円 7叩円 2叩円 

当 日券 2,000円 L500円 1,000円 300円 

■前売券発売所 

＠金木町観光協会事務局（役場商 

工観光課内） 

⑥金木町商工会事務局 

■前売券発売期間 

く第 2期〉昭和63年 6 月30日まで’ 

▲アミューズメントゾーン 

前売券についている「抽選券」 を切

り取リ、はがき 1枚につき抽選券を 

1枚貼って住所、氏名、年齢、電話

番号を明記のうえ郵送して下さい。 

■送り先 

〒030 青森市安方 1丁目1番40号

青函博事務局「わくわく抽選」係

電話 0177 (34) 4511 

■締 切 

（第2期）昭和63年 7 月 7 日必着 

■抽選日及び当選発表 

抽選日は、第 1期は 1月17日、第 

2 期は締切日から1週間以内とし、 

公開抽選方法で行います。なお、 

当選発表は、新聞紙上で行います。 

出展パビリオン 

1） 「テーマ館） 

「明日の生活館」 として位置づけ

し、衣・食・住・遊・働など、利

達のく らしを構成するあらゆるア

イテムを取り上げて21世謙己の望ま

しい生活の在り方を探る 1万1千 

~ 	平方メートルの巨大パビリオンで・ 

ー 	す。 

2) r21世紀青森館」 

すでに昨年 4 月にオープンし、21 

世紀にIi,'」けて飛躍する本県の象徴

である、高さ76メートルのピラミ

ッ ド 「アスパム」 内に、豊かな未

来性を感じさせる装置と造形によ

って、青森県の21世紀を提示する 

1万 1千平方メートルの常設パビ

リオンで・す。 

3) 「ヒューマンシアター」 

「まつり、心、交流」 をテーマに、 

青森から全国にメッセージを贈る

とともに観客を非日常的な空間に

誘い込む、立体映像シアターです。 

4 ） 「交通未来館」 

「交通とくらし」 をテーマとして、 

青森県を中心とした陸・海・空の 

●

●
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期：昭和63年フ月曰日出～9月18日旧）

湯：青森市安方地内(アスパム周辺）胄函トンネル開通記念博覧会目菫

おめでとう1988年

いよいよ今年は胄函博

3月13日の青函トンネル開通が目

前に迫り、7月9日からは、いよい

よ青函博が華やかに開会します。

〔青森EXPO'88」では、最先端

テクノロジーやコンピュータを駆使

したニューメディアの展示、楽しく

ユニ．－クな企業展示などで青森県の

未来像をお見せするとともに、日本

一の巨大エァドームの中では、有名

タレントのショーやコンサートなど、

毎日さまざまのイベントがお楽しみ

いただけます。

出展ノゼビリオン

l)「テーマ雌）

「IJ1IIの生沽餓」として位li',;づけ

し、衣・食・住・遊・伽など、私

達のくらしを柵成するあらゆるア

イテムを取り上げて21冊紀の望ま

しい生祈のｲliりノJ.を探るl~"1T-

､ドノJ.〆-1､ルのI~':大ノ寺ビリオンで

す。

2)｢21111身紀IIj森館」

すでにl昨年4ノlにオーフ°ンし、21

lIl紀にlr1jけてJl鮒/I!する本りI↓の象徴

である､尚さ76メートルのビﾗﾐ

・ソド「アスノ寺ム」内に、職かな未

米'|'tを1蝶じさせる装iif,iと造形によ

って、IIj,練り!↓の21111:紀を提,J《する

lノJ~1｢-､ドノノメー|､ルの'粥I没'ぐビ

リオンです。

3）「ヒューマンシアター」

「まつり、心、交流」をテーマに、

1Ij:森から全l'ilにメ･ソセージを賊る

とともに観客を非日常的な空lHlに

！;秀い込む、立体映像シアターです。

4）「交辿未来鯨」

「交迪とくらし」をテーマとして、

1'j:練り!(を'l1心とした陸・海・窄の

交通の未来を提7Jくしながら、リニ

アモーターカーなど夢の交通機lHl

にもふオL、21世紀の交池の未来像

を拙き川すパビリオンです。

5）「怖報2001館」

杵しい発展を遂げつつある↑IIj報シ

、ステムの現状を総合的に紹介する

とともに、本ﾘ,lにおける11';j度.|､IIj報

社会への夢を明らかにするノぐビリ

オンです。

6）「･';.とエネルギー館」

日本でも有数の磯':'i.地,Ⅲ:を抱える

1'j:森ﾘ,↓の、その生播の中での産業

と利'!『・鬼'Ii.を中心に僻えながら、

新しいﾉ|fi]性を探る′<ビリオンで

す。

7）「みなと21館」

I'j森港の未来の姿を1I'心に、1'j:森

l,IILの港湾、'氷i館、東北の主要港滝、

-llt界の港禰なとゞを紹介し、また21

仙紀へli!｣けて生摘のかかわl)弊に

ついて提示をする。

8）「真I!rl:1:i迎絡船」

l'j:|氷i迎絡船は、八llllll丸(53821)

を抑止沖合40メートルの地先に仮

iI'Iさせ、内部を一部改装して、海

外バザールと海上レストランおよ

び無料休憩篭として満川します。

★会期中には、歌謡ショー．コンサ

ー|、．減奏会などもIM1ii!されます。

鳶前売券好評発売中′
■入場料余

区分 大人

前充券 1,500円

当日券 2,000円

商校生

1,000円

l､500円

,|、・向】監昨
』ロ』＝堂

700111

1,000円

幼児

200円

300円

■Iji心16券発光所・

◎金木町観光協会蛎務j$j(役場|淵

_1:観光1扱内）

◎金木Ⅲ｣商工会,j{務ﾉ｣,)

■前允券発光期間

<鋪2期＞昭和63年6H30IIまで

▲青森EXPO'88会場図

▲エアドーム内のテーマ展示

_壹韮 今彰關

心

▲アミューズメントゾーン

三三

|jij光券についている「抽選券」を切

り収I)、はがき1枚につき抽逮券を

1枚Ⅲliって住所．、氏名、年齢、′IIL;fi

番-り-を明i記のうえ郵送して下さい。

■送I)先

〒()3()IIj二森IIj安ﾉJ.1丁111番40-り・

,'j:l"i#'jf務ﾉ!j「わくわく抽選」係

'IILiiil()177(34)4511

■締切

（第2期）昭*1I63年7月7日必4''i

■抽選日ﾉ女び当選発表

1111jikllは、鋪1期はl)l17日、鋪

2期は締りj日から1週Ⅲl以内とし、

公|刑抽選ﾉﾉ法で行います。なお、

当選発表は、新川紙｜話で行います。
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★不明な郵便物は手をつけずに保管する 

催眠商法 

I
II言 

崩然線 ， 

⑤ 金木だより川田川II川I'll,,…・ 

⑥ 贈与税の申告をお忘れなく 

昭和62年分の贈与税の申告は、昭

和63年 2 月 1日から 3 月15日までの

間に、贈与を受けた方の住所地の税

務署にすることになっています。 

なお、贈与を受けた財産の評価方

法や贈与税の計算方法などでお分か

りにならない点がありましたら、お

気軽に最寄りの税務相談室や税務署

にお尋ねください。 

贈与税2月I日～3月15日 

⑥ 納税は期限内に 

所得税の納税方法に振替納税の制

度があります。 

この制度は、銀行などの預金口座

から振替によって納税するものてす。 

この制度を利用すれば納税のため

の手数が少なくて済み、また、つい

うっかり納期限を忘れて滞納してし

まうこともなくなり、大変便利です。 

新たに振替納税を希望される場合

は、預貯金先の金融機関か税務署に 

「預貯金口座振替依頼書」 を提出し

てください。 

「ー菌戻年釜あ納符組蔵己一ーーー

11 ~ 	加入しましよう ~ 

どんな方法で国民年金の保険料を

納めていますか。 

サラリーマンの厚生年金保険料や、 

公務員の共済組合掛金は給料から天

引きされるので安心ですが、農業や

自営業の方などの国民年金保険料は

自主納付のため、ともすれば納め忘

れることも考えられます。 

そこで、納め忘れを防ぎ、ひとり

ひとりが納めに行く手間を省くため

に、地域の人たちが集まって作られ

たのが『国民年金保険料納付組織』 

です。 

この納付組織は、〇〇婦人会や〇

〇納税貯蓄組合などの名称で、係の

人が個々の事情に合わせて集金をす

るなど何かと便利です。 

あなたも、国民年金の納付組織に

加入し、保険料を完納しましょう。 

「―芥護科菱給あ“ど粟丙―1 

［ーーーーニ皇遥鐘盤堂熱ニニ，ー．一．一．一.」 

自動車事故対策センターは、法律

に基づき国が出資して設立された政

府の関係機関です。東京に本部を、 

全国各都道府県に支所を置いて、自

動車事故の発生の防止と自動車事故

による被害者の保護の増進のためい

ろいろな業務を行っております。そ

のーつとして、自動車事故により頭

部又は脊髄に損傷を受け、常時介護

を必要とする重度後遺障害者を抱え

る家族の精神的、肉体的、経済的負

担の軽減を図るため、 日額 3,800円 

（自宅で看護婦、家政婦又はこれら

に準ずる者以外の者の介護を受けて

いる場合にあっては、1 ,900円）の

介護料を支給しています。 

詳細は下記へお間い合せください。 

自動車事故対策センター青森支所

青森市長島1-6-9 青森東京生命館 

電話 0177 (77) 8 1 1 0 

~ 	 日召和63年度 	 ~ 

~保育所入所児童募集~ 

⑥受付日時及び場所 

0l月21日（木）12時～16時ま で 

喜良市生活改善センター 

0l月22日 （金）12時～16時ま で 

第 3 保育所 

0l月25日（月） 9 時～16時ま で 

1月26日（火）9 時～16時まて‘ 

役場 3 階中会議室 

i 	 日召禾f163年度 	 ~ 

~児童館入館児童募集~ 

⑥受イ寸期間及び場所 

0l月21日から 1月26日まで 

役場民生課又は児童館 

「 こんな販売手口にご用心~ 
' 

ー 一 一 ．ーj 

★タダの景品につられて，怪しげな脱明会場などに近づかない． 

係 か ら 

皆さんからのご意見を広く募集し

ています。 

●役場に対すること 

●町内に関すること 

●身近な話題 

●アイデア 

その他なんでも投書してください。 

投書は、庁舎内の投書箱を利用す 

るか直接郵送してください。 

〈送リ先〉 

金木町役場 

企画室広聴係あて 

※金木だよリに掲載もありますので 

町内・氏名は必ず明記し、匿名の 

場合はその旨をお書きください。 

I 

⑤金木だよりllllllllllllll1'11'!'!!,,

「~~~~~~~~~一一一一一一一一

昭和63年度

｜保育所入所児童募集’
し...._.._.,-.-.-,-..,‐‐______‐‐_‐‐.＝=_._一一-－－．

．受付日時及び場所

○1月21日（木)12Ⅱ､f～16時まで

再良市生活改善センター

○1月22日（金）12時～1611キまで

鋪3保育所

○1月25日（月）9時～16時まで

1月26日（火)91If～1611.↑まで

役場3階中会縦室

｢.~･~･~~･~~~~~.~~.~.~.~~.~.~.~.~~~~~.~.~･~･~~.~.~~･~.~I
昭和63年度

；児童館入館児童募集（
し._.‘_.‘_.‘_.‘-..-.-露.---.-.』_.‘-.-.‘_,._‘‘-.-..‘_.‘-..-.‘-.-..-.-.._‘‘-.-....‘_.‘_.‘_.‘_.

◎受付期iIM及び場所

○1月21日から1月26日まで

役場災生課又は児童館

「･~､一・-.-'一-一｡一・一・一・一・一・一・再･･■■一・一・一・一・一･一・一'一・一.一.＝a－．－．－．－．一・一・一・一､

Iこんな販売手口にご用心I

⑧⑨⑤⑬
‐~~~~0

1 国民年金の納付組織にI
加入しましょう1

どんな方法で国民年金の保険料を

納めていますか。

サラリーマンの厚生年金保険料や、

公務只の共済組合掛金は給料から天

引きされるので安心ですが、農業や

自営業の方などの国民年金保険料は

自主納付のため、ともすれば納め忘

れることも考えられます。

そこで、納め忘れを防ぎ、ひとり

ひとりが納めに行く手IIMを術<ため

に、地域の人たちが集まって作られ

たのが『征1災年金保険料納付組織』

です。

この納付組織は、○○姉人会や○

○納税貯耕組合などの名称で、係の

人が個々の･州､1!jに合わせて集金をす

るなど何かと便利です。

あなたも、I王I氏年金の納付組織に

加入し、保険料を完納しましょう。

『ー~芥護科麦語あ嘗秦丙~~~I
(爪度後適陣'‘if打）

，～''1曲〃‘I[~'}f故対策センター～1

1'I"JIi事故対策センターは、法律

に雄づき国が出壷して設立された政

府のIM1係機関です。東京に本部を、

全IIzI各郁辿府県に支所をii'iいて、’'1

動IIL'lf故の発生の防止と''1助上に11故

による被害者の保I巡の蛸進のためい

ろいろな業務を行っております。そ

の一つとして、141mll'li｡lf故により蚊

部又は脊髄に批傷を受け、‘粥時介I巡

を必饗とする亜度後辿陣秤朽を抱え

る家族のﾈI'j神的、肉体的、締済的負

}IIの幟減を図るため、日加3,800円

(I'I毛で石今,巡姉、家政姉又はこれら

に準ずる将以外の者の介挫を受けて

いる場合にあっては、1,900111)の

介I巡料を支給しています。

詳糸Ⅲは下記へお問い合＝せください。

|'1mj!II'l#,技対策センターl'j脅森支所

〃森市長j;61-6-9青森東京生命館

屯!iW0177(77)8110

ｒ
・
！
！
」
‐ 国 税だより

◎贈与税の申告をお忘れなく

昭和62年分の贈与税の申告は、昭

和63年2月1日から3月15日までの

間に、贈与を受けた方の住所地の税

務署にすることになっています。

なお、贈与を受けた財産の評価方

法や贈与税の計算方法などでお分か

りにならない点がありましたら、お

気軽に蚊寄りの税務相談室や税務将

にお尋ねください。

｜嘩矛”月1百二詞冒司

●

･螂贈与税2日1B～3R15B
送りつけ商法録窪姪ン

◎納税は期限内に

所得税の納税方法に振替納税の制

度があります。

この制度は、銀行なと．の斌金口座

から振替によって納税するものです。

この制度を利用すれば納税のため

の手数が少なくて済み、また、つい

うっかり納期限を忘れて滞納してし

まうこともなくなり、大変便利です。

新たに振替納税を希望される場合

は、航貯金先の金融機関か税務将に

「預貯金口座振替依細番」を提出し

てください。

★不明な郵便物は手をつけずに保管する

催眠商法健康食品･羽毛布団嬢ど
こ
上
豚

珂
毛
市
団
一
“
姻

四
顧
引
ぞ
売
り
ま
す

日
訂
調
勝
ち
〃

品霊
、／、1

回，

●
P

〃〃稲部．
★ダダの景品につられて､怪しげな脱明会鳴などに近づかない

係 から

皆さんからのご意見を広く陳集し

ています。

●役場に対すること

●町内に関すること

●身近なi譜題

●アイデア

その他なんでも投併してください。

役ilドは、庁舎内の投番柿を利用す

るか1k接郵送してください。

《送り先》

金木町役場

企伽室広聴係あて

※金木だよI)に掲赦もありますので

町内・氏名は必ず明記し、匿名の

場合はその旨をお&(Fきください。

IQo銀行’OO銀行

ソ一
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11月29日生まれ 

体重 3,000グラム 

喜良市下町 

今 昭彦さんの長女 

はじめまして 
綾乃ちゃん 

r 	 . 

こ
の
あ
と
式
は
、
記
念
品

の
贈
呈
や
北
谷
金
木
中
学

？
 
校
長
の
 
「働
く
少
年
に
思

う
」
 
と題
し
て
の
記
念
講

演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
寒
さ
が

一
段

と
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
 

こ
の
少
年
達
も
早
朝
の

つ

ら
さ
に
負
け
ず
に
が
ん
ば

り
続
け
る
で
し
ょ
う
。
 

金
木
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
 

我
々
公
立
金
木
病
院
職
員
一
同

は
今
年
も
又
、
誠
心
誠
意
皆
様

の
健
康
を
守
る
為
努
力
す
る
所

存
で
す
。
 

さ
て
当
病
院
に
つ
い
て
患
者

さ
ん
以
外

の
方
は
、
日
常
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
知
る
事
が
少

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
今
年
最
初
で
も
あ
リ
、
 

病
院

の
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

御
存
知
の
様

に
当
病
院
は
金

木
、中
里
町
立
で
は
あ
り
ま
す
が
、
 

そ
の
守
備
範

囲
は
、
一
一町
を
越

え
、
津
軽
半
島
の
北
端

に
ま
で
 
 及

ん
で

い
ま
す
。
そ
の
事
は
例

え
ば
救
急
車
の
来
院
状
況
を
見

て
も
判
り
ま
す
。

両
町
の
平
均

七
十
数
パ

ー
セ
ン
ト
は
当
然
と

し
て
も
、
市
浦
小
泊
も
平
均
三

十
数
パ
ー
セ
ン
ト
が
来
院
し

て

お
り
ま
す
。

こ
の
地
域
の
救
急

患
者
の
大
部
分

は
当
院
で
治
療

を
受
け
た
事
に
な
り
ま
す
。
又
、
 

一
日
の
外
来
患
者
数
は
、
お
よ
‘
 

そ
二
百
五
十
人

か
ら
三
百
五
十

人
。
入
院
患
者
も

ほ
ぽ
百
三
十

人
」
覆
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
の
為
、

我

々
百
五
十
人
の
職
員
は
二
十
四

時
間
態
勢
で
診
療
に
あ
た
っ
て

い
る
訳
で
す
。
 

近
」
一
 
院を
取
り
巻
く
医
療

環
境
は
大
変
厳
し
く
な
っ

て
来

て
お
り
ま
す
。

特
に
公
的
病
院

の
経
営
の
苦
し

い
事
は
、
皆
様

も
良
く
御
存

知
の
事
と
思
い
ま

す
。
勿
論
当
院

も
例
外
で

は
あ

り
ま
せ
ん
。

理
由
は
、
沢
山
あ

り
、
又
、
病
院
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
公
的
病

院
全
部
に
共
通
し
て
い
る
事
は
、
 

不
採
算
部
門
を
抱
え
て
い
る
事

で
す
。
 

そ
れ
は
、
地
域
の
皆
様
に
出

来
得
る
限
り
高
度
な
医

療
を
施

す
為
、

採
算
を
度
外
視
し
た
人

員
の
配

置
、
又
高
価
な
医
療
機
 
 器

の
導
入

を
す
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
す
。
又
そ
れ
を
す
る
事

が
我
々
の
使
命
で
も
あ
り
、
皆
様

の
要
望
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
が
又
経

営
を
圧
迫
す
る
ー
 

つ
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

医
学
の
進
歩
は
日
進
月
歩
で
す
。
 

経
営
が
苦
し
く
と
も
遅
れ
る
訳

に
は
行
き
ま
せ
ん
。

我
々
は
経

費
の
節
約
に
、
骨
身
を
削

る
様

に
努
め
な
が

ら
、
 一
方
で
は
出

来
る
だ
け
医
療
レ
ベ
ル
を
上
げ

る
様
努
力
を
し

て
お
リ
ま
す
。
 

幸
い
昨

年
は
、
念
願
の

c
T
 

ス
キ
ャ
ナ
の
導
入
が
出
来
、
病

さ
る
十
二
月
二
十
五

日
、
金
木
町
働
く
少
年

の
た
め
の
基
金

管
理
運

営
委
員
会

（
沢
田
茂
会

長
）
で

は
、
役
場
三
階

大
会
議
室
に
お
い
て
、
 

「
働
く
少
年
を
励
ま
す

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 
 気

の
診
断
に
大
変
な
威
力
を
発

揮
し
て
お
り
ま
す
。

同
時
に
弘

大
放
射
線
科

か
ら
の
応
援
も
得

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
、
我

々
は
県
内
同
規
模
の

病
院
中
で

は
、
設
備
に
於
い
て
、

ほ
ぽ
最

高
の
水
準
に
あ
る
も
の
と
自

負

し
て
お
り
ま
す
。
 

今
年
も
又
、

苦
し

い
中
か
ら

更
に
充
実
し
た
病
院
に
す
る
様

努
力
し
ま
す
が
、

こ
れ
も
町
民

皆
様
の

御
理
解
が
あ
っ
て
始
め

て
出
来
る
事
で
す
。
病
院
に
対

す
る
御
理
解

と
御
支
援
を
お
願

い
致
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
 

こ
の
日
、
会
場
に
は
約
九
十

名
の
新
聞
・
牛
乳
配
達
を
し

て

い
る
中
学
生
と
高

校
生
が
招
待

さ
れ
、
会
長
と
町
長
か
ら
 
「今

の
経
験
を
活

か
し
て
、
将
来
、
 

金
木
町
の
中
心
と
な
る
立
派
な

人
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
 
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

戸
籍
の
窓
 

十
二
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

今
 
綾

乃
（
昭
彦
）
喜

良
市

鳴
海
 
結
菜

（
春
光
）
嘉
 
瀬

岡
田
 
郁
美

（
健
児
）
喜
良
市

田
中
 
智
朗
（
健

弼
）
金
 
木

津
田
 
悠
乃

（
囲
明
）
嘉
 
瀬

其
田
 
捌
太

（
弘
美
）
川
 
倉

山
田
志
保
美

（
秀
造
）
金
 
木

角
田
 
鈴
菜

（
正
由
）
 

"
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

外
崎
 
宏
治

（
治
）
金
 
木

「
白
岩
か
ね
代
（恒
克
 

（
小
林
 
達
弘

（
セ
ツ
 

「
藤
本
 
良
子
（
誠
一
 

轟
紗
”一
「」
 

倉
み
「
「
鶏
 

霧
転
一
）
「
 

保
樹

（
正
）
b
町
川
繁

朱
美

（
巽
）
嘉
 
瀬

紀
久
（
忠
男
）
金
 
木

観
穂
子
（
幸
雄
）
"
 

宏
昭

（
治
）
嘉
 
瀬

恵

（
誠
）
鶴
田
町

詳
憲
（
松
「
廓）
東
京
都

龍
子
（
照
美
）
藤
 
枝

彰
（
忠
七
）函
館
市

節
子
（
き
な

）
藤
 
枝

秋
蔵
（
京
一
）
蒔
 
田

克
子
（
鷹
敏
）
五
所川
原市

隆
樹
（
春
士
）
市
浦
村

育
美
（
久
慶
）
川
 
z『4
1
 

お
 
＜
 
や
 
み
 

黒
川
 
俊
吉

（
7
4歳
）
嘉
 
瀬

奈
良
 
ス

エ
（
8
1歳
）
喜
良
市

米
谷
 
清
治

（
5
8歳
）
 

"
 

杉
林
 

イ
ソ

（
8
3歳
）
金
 
木

白
川
豊
太
郎

（
8
8歳
）
川
 
倉

加
福
 
良
吉
（

8
8歳
）
川
倉あ
し
の
圃

中
谷
 
キ

ョ

（
7
3歳
）
川
 
倉

佐
々
木
 
清

（
6
8歳
）
金
 
木

工
藤
 
武
雄

（
7
5歳
）
喜
良
市
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金木病院カルテ 
『公立金木病院 

の現況について」 
院 長 江 渡 諒 治 

年を激励．ク 

小
泊
村

金
 
木

中
里
町

青
森
市

金
 
木

平
賀
町

喜
良
市

金
 
木

板
柳
町
 

霧
 

轟
 

（

」
」
 

露
 

露
 

(

）
「
 

（

」
」
 

●
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金
木
町
民
の
併
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

我
々
公
立
金
木
摘
院
峨
只
一
同

は
今
年
も
又
、
誠
心
誠
意
皆
様

の
健
康
を
守
る
為
努
力
す
る
所

存
で
す
。

さ
て
当
炳
院
に
つ
い
て
忠
者

さ
ん
以
外
の
方
は
、
日
常
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
知
る
州
が
少

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
今
年
妓
初
で
も
あ
り
、

病
院
の
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
存
知
の
様
に
当
揃
院
は
金

木
、
中
里
町
立
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
守
伽
範
囲
は
、
二
町
を
越

え
、
津
継
半
鵬
の
北
端
に
ま
で

金木病院カルテ⑳
｢公寸金木病院
の現況について」
院長江渡諄治

及
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
僻
は
例

え
ば
救
急
小
の
来
院
状
況
を
兄

て
も
判
り
ま
す
。
川
町
の
平
均

七
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
は
当
然
と

し
て
も
、
市
浦
小
袖
も
平
均
三

十
数
パ
ー
セ
ン
ト
が
米
院
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
救
急

忠
若
の
大
部
分
は
当
院
で
論
療

を
受
け
た
僻
に
な
り
ま
す
。
又
、

一
日
の
外
米
忠
粁
数
は
、
お
よ

そ
二
打
五
十
人
か
ら
三
打
邪
十

人
。
入
院
忠
打
も
ほ
ぼ
両
三
十

人
略
叫
睦
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
忠
満
さ
ん
の
為
、
我

々
、
血
十
人
の
職
興
は
二
十
四

時
間
態
勢
で
診
推
に
あ
た
っ
て

い
る
訳
で
す
。

近
年
荊
院
を
取
り
巻
く
雁
探

環
境
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
来

て
お
り
ま
す
。
特
に
公
的
病
院

の
絲
鴬
の
耕
し
い
価
は
、
皆
様

も
良
く
御
存
知
の
聯
と
思
い
ま

す
。
勿
論
当
院
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
理
由
は
、
沢
山
あ

り
、
又
、
瓶
院
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
迷
い
ま
す
が
、
公
的
捕

院
全
部
に
共
通
し
て
い
る
蛎
は
、

不
採
算
部
門
を
抱
え
て
い
る
躯

で
す
。そ
れ
は
、
地
域
の
皆
様
に
出

来
得
る
限
り
商
度
な
隆
旅
を
施

す
為
、
採
算
を
度
外
視
し
た
人

趾
の
配
祇
、
又
商
価
な
医
療
機●

器
の
導
入
を
す
る
必
要
か
あ
る

か
ら
で
す
。
又
そ
れ
を
す
る
樅

が
我
々
の
使
命
で
も
あ
り
、
衿
様

の
要
望
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
又
経
常
を
圧
辿
す
る
一

つ
の
原
凹
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

睡
学
の
進
歩
は
日
進
月
歩
で
す
。

絲
憐
が
緋
し
く
と
も
遅
れ
る
訳

に
は
行
き
ま
せ
ん
。
我
々
は
経

枇
の
節
約
に
、
什
身
を
削
る
様

に
努
め
な
が
ら
、
一
〃
て
は
川

来
る
だ
け
脾
探
し
ゞ
ヘ
ル
を
ｉ
げ

る
様
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

稚
い
昨
年
は
、
念
願
の
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ナ
の
導
入
が
川
米
、
柄

沙年を激励.〃

噺
jく癖鋤1境

＝

「
伽
く
少
年
を
励
ま
す

会
」
を
開
樅
し
ま
し
た
。

さ
る
十
二
川
二
十
五

Ｈ
、
金
木
町
働
く
少
年

の
た
め
の
堆
金
禰
即
迩

営
委
只
会
（
沢
川
茂
会

踵
）
で
は
、
役
場
三
階

大
会
縦
室
に
お
い
て
、

の’

_IL P

~、

鉱
の
診
断
に
大
変
な
威
力
を
発

押
し
て
お
り
ま
す
。
Ｍ
時
に
弘

大
放
射
線
科
か
ら
の
応
援
も
神

る
聯
が
出
米
ま
し
た
。
今
、
我

々
は
雌
内
側
規
棋
の
炳
院
中
で

は
、
般
伽
に
於
い
て
、
ほ
ぼ
岐

商
の
水
錐
に
あ
る
も
の
と
、
負

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
又
、
排
し
い
中
か
ら

史
に
充
実
し
た
摘
院
に
す
る
様

努
力
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
町
此

呰
様
の
御
理
解
が
あ
っ
て
始
め

て
川
米
る
樅
で
す
。
摘
院
に
対

す
る
御
叫
解
と
御
支
媛
を
お
伽

い
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の

名
の
斬

い
る
中

さ
れ
、

の
経
験

金
木
町

激人

励に
"(う校のこをなりらこと

学
生
と
商
校
生
が
州
待

会
催
と
町
隆
か
ら
「
今

を
満
か
し
て
、
将
来
、

の
中
心
と
な
る
虻
派
な

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

受
け
ま
し
た
。

の
あ
と
式
は
、
肥
念
舳

岫
呈
や
北
谷
金
木
中
学

催
の
「
働
く
少
年
に
忠

」
と
越
し
て
の
肥
念
批

か
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
一
段

厳
し
く
な
り
ま
す
が
、

の
少
年
達
も
平
柳
の
つ

さ
に
負
け
ず
に
が
ん
ば

続
け
る
で
し
ょ
う
。
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L一

蝿
川
俊
古
（
河
岐
）

奈
良
ス
ヱ
（
制
成
）

米
谷
淌
抽
（
卵
歳
）

杉
林
イ
ゾ
（
踊
戯
）

内
川
Ⅶ
太
郎
（
胡
歳
）

加
柵
良
汁
（
沸
枇
）

中
谷
キ
ヨ
（
祁
成
）

佐
々
木
油
（
酩
戯
）

工
膝
武
雄
（
布
歳
）

一
州
剛

一
ｋ
史

一
闘
い

一
内
海

一
成
川

、
今
、
‐
灯
Ｊ

一
銅
峠

ゴ
ー
’

一
稲
慨

一
脈
町
、
皿

丑
陛
１
叩
山

一
鈴
劇

一
兵
Ⅱ

一
ｍ
Ⅲ

はじめまして

綾乃ちゃん
お
く
や
み
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今昭彦さんの陸女
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